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(57)【要約】
【課題】譜面板の倒伏状態で天板と面一になるように譜
面板を配設できると共に、天板に対する譜面板の配設位
置についての位置精度を向上すること。
【解決手段】収容部材５１及びガイド部材５２が天板２
０の下面に取り付けられる。よって、収容部材５１の底
面５１ａ１に支持部材４０の他端が回動可能に連結され
ると、支持部材４０の他端が天板２０の下面より低い位
置に配設される。また、天板２０の下面には矩形状の本
体側案内溝２２が凹設されると共にガイド部材５２にガ
イド側案内溝５２ｂが凹設されるので、本体側案内溝２
２及びガイド側案内溝５２ｂは天板２０の上面より低い
位置に配設される。よって、軸状部材３１が本体側案内
溝２２及びガイド側案内溝５２ｂを摺動することで譜面
板３０が倒伏されると、譜面板３０が天板２０の開口２
１内に配設され天板２０と面一に配設される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板状に形成される天板と、前記天板に起立および倒伏可能に支持され板状に形成される
譜面板と、前記譜面板に一端が回動可能に連結され前記譜面板を前記天板に起立および倒
伏可能に支持する支持部材とを備えた譜面台装置において、
　前記譜面板の互いに対向する側面の少なくともいずれか一方であって前記譜面板の起立
状態で前記譜面板の下方となる位置から突設される軸状部材と、
　前記軸状部材が前記譜面板の起立時に前記譜面板の自重によって係合する起立溝、及び
、前記支持部材の他端が回動可能に連結される底面を有する天板保持部材とを備え、
　前記天板は、前記天板に貫通形成される開口を備え、
　前記天板保持部材は、前記天板の開口を塞ぐように前記天板に取り付けられると共に前
記底面が前記天板の上面より低い位置に配設され、
　前記天板保持部材または前記天板の少なくともいずれか一方は、前記起立溝に連続して
凹設され天板の上面より低い位置に配設されると共に前記譜面板の起立および倒伏の際に
前記譜面板の下方となる部分が移動可能な案内溝を備え、
　前記軸状部材が前記案内溝を移動することで前記譜面板が前記天板の開口内に配設され
前記天板と面一状態になるまで倒伏することを特徴とする譜面台装置。
【請求項２】
　前記天板保持部材は、
　前記起立溝が凹設されるガイド部材と、
　前記底面を有し前記天板の開口を塞ぐ収容部材とを備え、
　前記ガイド部材と前記収容部材とは別体で形成されることを特徴とする請求項１記載の
譜面台装置。
【請求項３】
　前記譜面板の倒伏時に前記天板保持部材が前記軸状部材を支持することで、前記譜面板
が前記天板に対して上下方向に位置決めされることを特徴とする請求項１又は２に記載の
譜面台装置。
【請求項４】
　前記譜面板の倒伏時に前記ガイド部材が前記軸状部材を支持することで、前記譜面板が
前記天板に対して上下方向に位置決めされることを特徴とする請求項２記載の譜面台装置
。
【請求項５】
　前記ガイド部材は樹脂で構成され、
　前記天板は木材で構成され、
　前記案内溝の少なくとも一部は前記天板に凹設されることを特徴とする請求項２又は４
に記載の譜面台装置。
【請求項６】
　前記天板は、前記天板の開口を形成する内周面であって前記譜面板の起立状態では前記
譜面板から離間配置されると共に前記譜面板の倒伏状態では前記譜面板に近接配置される
開口面を備え、
　前記譜面板は、前記天板の開口面と対向する前側面を備え、
　前記譜面板の倒伏状態で前記天板の開口面と前記譜面板の前側面との間には、所定の隙
間が形成されることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の譜面台装置。
【請求項７】
　前記天板の開口面は、前記天板の上面から下面に向かって前記譜面板の前側面との距離
が狭くなるように傾斜していることを特徴とする請求項６記載の譜面台装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は譜面台装置に関し、特に、譜面板の倒伏状態で天板と面一になるように譜面板
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を配設できると共に、天板に対する譜面板の配設位置についての位置精度を向上できる譜
面台装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の譜面台装置が特許文献１に開示されている。特許文献１に開示されるように、譜
面台装置１００では、譜面板３１が支持アーム３３によって起立可能であり、この支持ア
ーム３３の一端３３ａが譜面板３１の下面中間部に、その他端３３ｂが設置台３２（天板
）上にそれぞれ回動自在に連結される。また、設置台３２の上面には、略方形の空洞を形
成する凹陥部３２ａが形成され、この凹陥部３２ａに対して譜面台集成部５０が嵌合され
る。
【０００３】
　譜面台集成部５０の底面にはガイド規定部５１が貫通形成されており、ガイド規定部５
１にはガイド部４０が下側から挿入され固定されると共に、ガイド部４０には譜面板３１
の両端に取り付けられた軸体３１ａを導く案内路４３が形成される。よって、ガイド部４
０の案内路４３を譜面板３１の軸体３１ａが摺動することで、譜面板３１が設置台３２に
対して所定の角度になるように譜面板３１が起立および倒伏可能に構成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１８１９０５号公報（図１等）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来の譜面台装置では、天板の上面に支持アームの他端が連結
されるので、支持アームの他端側（下側）の支点が天板の上面より高い位置に設定される
。よって、譜面板を倒伏させても、譜面板が天板の上面より高い位置に配置されるので、
譜面板の倒伏状態で天板と面一になるように譜面板を配設できないという問題点があった
。
【０００６】
　また、ガイド部が譜面台集成部に設けられるので、譜面台集成部に対してガイド部が規
定位置に固定されても、譜面台集成部の天板に対する嵌合位置が規定位置からずれると、
ガイド部の天板に対する配設位置も規定位置からずれる。よって、天板に対する譜面板の
配設位置についての位置精度が悪いという問題点があった。
【０００７】
　本発明は上述した問題点を解決するためになされたものであり、譜面板の倒伏状態で天
板と面一になるように譜面板を配設できると共に、天板に対する譜面板の配設位置につい
ての位置精度を向上できる譜面台装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００８】
　この目的を達成するために、請求項１記載の譜面台装置によれば、板状に形成される譜
面板は、その譜面板に一端が回動可能に連結される支持部材によって、板状に形成される
天板に起立および倒伏可能に支持される。
【０００９】
　ここで、天板に貫通形成される開口を塞ぐように天板に天板保持部材が取り付けられ、
天板保持部材の底面に支持部材の他端が回動可能に連結され、譜面板の互いに対向する側
面の少なくともいずれか一方であって譜面板の起立状態で譜面板の下方となる位置から軸
状部材が突設される。軸状部材は譜面板の起立時に譜面板の自重によって天板保持部材の
起立溝に係合されると共に譜面板が起立状態から倒伏状態となる場合又はその逆の場合に
天板保持部材または天板の少なくともいずれか一方に凹設される案内溝を移動する。
【００１０】
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　この場合、天板保持部材の底面は天板の上面より低い位置に配設され、天板保持部材ま
たは天板の少なくともいずれか一方に凹設される案内溝は、天板保持部材に凹設される起
立溝に連続し天板の上面より低い位置に配設されている。よって、支持部材の他端が天板
の上面より低い位置に配設され、軸状部材が案内溝を移動することで譜面板が倒伏される
と、譜面板が天板の開口内に配設され天板と面一に配設される。よって、譜面板を倒伏状
態で天板と面一にできるという効果がある。
【００１１】
　さらに、譜面板から突設される軸状部材が天板自体又は天板に取り付けられる天板保持
部材に支持されるので、天板との関係により天板に対する譜面板の配設位置が規定される
。よって、天板に対する譜面板の位置精度を向上できるという効果がある。
【００１２】
　請求項２記載の譜面台装置によれば、請求項１記載の譜面台装置の奏する効果に加え、
天板保持部材は、起立溝が凹設されるガイド部材と天板の開口を塞ぐと共に底面に支持部
材の他端が回動可能に連結される収容部材とを備え、ガイド部材と収容部材とは別体に形
成される。よって、収容部材から所定距離を空けた位置にガイド部材を配設できる。従っ
て、譜面板を起立させた場合にガイド部材を天板により遮蔽できるので、譜面台装置のデ
ザイン性の向上を図れるという効果がある。
【００１３】
　請求項３記載の譜面台装置によれば、請求項１又は２に記載の譜面台装置の奏する効果
に加え、譜面板の倒伏時に天板保持部材が軸状部材を支持することで、譜面板が天板に対
して上下方向に位置決めされる。よって、天板に対する譜面板の上下方向における位置精
度を向上できるという効果がある。
【００１４】
　請求項４記載の譜面台装置によれば、請求項２記載の譜面台装置の奏する効果に加え、
譜面板の倒伏時にガイド部材が軸状部材を支持することで、譜面板が天板に対して上下方
向に位置決めされる。よって、天板に対する譜面板の上下方向における位置精度を向上で
きるという効果がある。
【００１５】
　請求項５記載の譜面台装置によれば、請求項２又は４に記載の譜面台装置の奏する効果
に加え、ガイド部材は樹脂で構成され、木材で構成される天板に案内溝の少なくとも一部
が凹設される。よって、樹脂に比べて木材は加工が低コストであるので、案内溝の少なく
とも一部を天板に凹設することで、ガイド部材に案内溝の全てを加工する場合に比べて、
案内溝の加工に要するコストを削減できるという効果がある。
【００１６】
　請求項６記載の譜面台装置によれば、請求項１から５のいずれかに記載の譜面台装置の
奏する効果に加え、譜面板の倒伏状態で天板の開口面と譜面板の開口面との間には所定の
隙間が形成されるので、天板の開口面又は譜面板の前側面に指が触れた状態で譜面板を倒
伏させた場合であっても、天板の開口面と譜面板の前側面との間に指が挟まることを防止
できるという効果がある。
【００１７】
　請求項７記載の譜面台装置によれば、請求項６記載の譜面台装置の奏する効果に加え、
天板の開口面は、譜面板の起立の際に演奏者側から視て譜面板の手前側に配設されるので
、天板の開口面を天板の上面から下面に向かって譜面板の前側面との距離が狭くなるよう
に傾斜させることで、譜面板に立て掛けられる譜面を見易くできるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】（ａ）は本発明の一実施の形態における譜面台装置を備える鍵盤装置の斜視図で
あり、（ｂ）は図１（ａ）の矢印Ｉｂ方向から視た譜面台装置の側面図である。
【図２】（ａ）は譜面台装置の平面図であり、（ｂ）は譜面台装置の下面図である。
【図３】図２（ａ）のＩＩＩ―ＩＩＩ線における譜面台装置の一部拡大断面図である。
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【図４】図２（ａ）のＩＶ―ＩＶ線における譜面台装置の拡大断面図である。
【図５】図４に対応する譜面台装置の拡大断面図である。
【図６】（ａ）はガイド部材の平面図であり、（ｂ）はガイド部材の下面図であり、（ｃ
）は図６（ｂ）の矢印ＶＩｃ方向から視たガイド部材の側面図であり、（ｄ）は図６（ｃ
）のＶＩｄ―ＶＩｄ線におけるガイド部材の断面図である。
【図７】収容部材と支持部材と譜面板と譜面段部とに分解された状態を示す譜面台装置の
分解図である。
【図８】収容部材とガイド部材と天板とに分解された状態を示す譜面台装置の分解図であ
る。
【図９】収容部材とガイド部材とが天板に固定された状態を示す譜面台装置の斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の好ましい一実施の形態について、添付図面を参照して説明する。まず、
図１を参照して、本発明の譜面台装置１００を備える鍵盤装置１の概略構成について説明
する。図１（ａ）は本発明の一実施の形態における譜面台装置１００を備える鍵盤装置１
の斜視図であり、大屋根３を開いた状態で譜面板３０を起立させた状態を示している。ま
た、図１（ｂ）は図１（ａ）の矢印Ｉｂ方向から視た譜面台装置１００の側面図であり、
譜面板３０が起立した状態を示している。なお、図１（ｂ）では天板２０が取り付けられ
る本体２の図示が省略されている。本明細書中では鍵盤装置１において、演奏者側（図１
（ｂ）左側）を「前」、大屋根３側（図１（ｂ）右側）を「後」と称し、「右」及び「左
」で指す方向は、演奏者側から譜面台装置１００を見た方向であるものとする。
【００２０】
　図１に示すように、鍵盤装置１は、グランドピアノ型の外観を有する電子ピアノであり
、３本の脚４と、その３本の脚４で支持され鍵盤（図示せず）等が収容される本体２と、
本体２に支持され上下方向（図１上下方向）に開閉可能な大屋根３と、大屋根３の前方に
配設される譜面台装置１００とを備え、譜面台装置１００は、支持部材４０により譜面板
３０が天板２０に起立および倒伏可能に構成される。
【００２１】
　次に、図２～図６を参照して、譜面台装置１００の具体的構成について説明する。図２
（ａ）は譜面台装置１００の平面図であり、図２（ｂ）は譜面台装置１００の下面図であ
り、図３は図２（ａ）のＩＩＩ―ＩＩＩ線における譜面台装置１００の一部拡大断面図で
ある。図４は図２（ａ）のＩＶ―ＩＶ線における譜面台装置１００の拡大断面図であり、
譜面板３０が倒伏した状態を示している。図５は、図４に対応する譜面台装置１００の拡
大断面図であり、譜面板３０が起立した状態を示している。また、図２のＸで示す部分、
図３のＹで示す部分、図４のＺで示す部分、及び、図５のＰで示す部分が、図２～図５に
おいてそれぞれ拡大図示される。なお、天板２０は左右対称に形成されるので、図３にお
いて天板２０は左側部分についてのみ図示される。
【００２２】
　図２～図５に示すように、譜面台装置１００は、大屋根３（図１参照）の前方に配設さ
れ本体２（図１参照）に支持される天板２０と、天板２０に起立および倒伏可能に支持さ
れる譜面板３０と、譜面板３０を天板２０に起立および倒伏可能に支持する支持部材４０
と、譜面板３０の互いに対向する側面であって譜面板３０の起立状態で譜面板３０の下方
となる位置からそれぞれ突設される軸状部材３１と、天板２０の下面に固定される収容部
材５１と、天板２０の下面に取り付けられるガイド部材５２と、を備えており、譜面板３
０は倒伏状態で天板２０と面一に配設される。
【００２３】
　図２及び図３に示すように、天板２０は、左右方向（図２左右方向）に長尺な矩形状の
板材で形成され、左右方向における中央から後縁（図２（ｂ）上側の縁）に到る部分まで
開口２１が板厚方向（図２紙面垂直方向）に貫通形成される。また、天板２０の下面側に
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は、開口２１を塞ぐように、後述する収容部材５１が取り付けられることで、譜面板３０
が開口２１内に配設可能に構成される。
【００２４】
　天板２０は、天板２０の開口２１を形成する内周面であって譜面板３０の起立状態では
譜面板３０から離間配置されると共に譜面板３０の倒伏状態では譜面板３０に近接配置さ
れる前側開口面２１ａと、その前側開口面２１ａの両端に連続し天板２０の開口２１を形
成する内周面である一対の左右開口面２１ｂとを有する。これらの前側開口面２１ａ及び
一対の左右開口面２１ｂは天板２０の上面及び下面に対して垂直な面で構成されている。
【００２５】
　開口２１は、天板２０の後縁に到る部分にまで板厚方向に貫通形成されることで、一対
の左右開口面２１ｂ及び前側開口面２１ａにより後側（図２（ａ）及び図２（ｂ）上側）
が開放される空隙が形成される。よって、譜面板３０の倒伏の際に譜面板３０の後述する
後側の長手面３０ａ（図２（ａ）及び図２（ｂ）上側の面）と天板２０とが干渉しない。
従って、譜面板３０の後側の長手面３０ａに指が触れた状態で譜面板３０を倒伏させても
、天板２０と指とが干渉しない。従って、譜面板３０の倒伏の際に譜面板３０と天板２０
との間に指が挟まることを防止できるので、譜面板３０の倒伏動作を簡易に行える。
【００２６】
　天板２０の下面（図２（ｂ）紙面手前側の面）には、左右開口面２１ｂの下縁に沿って
矩形状の本体側案内溝２２が凹設される。本体側案内溝２２は、後述する軸状部材３１が
摺動する溝であり、後述するガイド部材５２と比べて、前後方向（図２上下方向）の長さ
が短く、左右方向（図２左右方向）の長さが長く設定され、上下方向（図２紙面垂直方向
）の深さは後述する軸状部材３１の直径より少し長く設定される。本体側案内溝２２の平
面（天板２０の上面および下面に平行な面）にはプレート２２ａが貼着されると共に本体
側案内溝２２側（天板２０の下面側、図２（ｂ）紙面手前側）から螺合されるボルト２２
ａ１で固定される。
【００２７】
　本体側案内溝２２と軸状部材３１との間にプレート２２ａが介設されるので、軸状部材
３１によって木材の本体側案内溝２２が擦られる際に異音が発生することを防止できる。
即ち、軸状部材３１が本体側案内溝２２と接触した状態で本体側案内溝２２を摺動すると
、軸状部材３１によって木材の本体側案内溝２２が擦られるので、異音が発生する。これ
に対し、本実施の形態では本体側案内溝２２と軸状部材３１との間にプレート２２ａが介
設されるので、軸状部材３１が本体側案内溝２２と直接的に接触しながら摺動することを
防止できる。従って、上記異音の発生を防止できる。
【００２８】
　また、本体側案内溝２２は左右方向（図２左右方向）の長さがガイド部材５２と比べて
長く設定されるので、天板２０の下面から螺合されるボルト２２ａ１を天板２０の下面か
ら視て後述するガイド部材５２より左右方向で外側に配設できる。よって、ガイド部材５
２が固定された状態でプレート２２ａをボルト２２ａ１で固定できる。
【００２９】
　即ち、天板２０の下面（図２（ｂ）紙面手前側の面）から視て、天板２０の下面（ｂ）
から螺合されるボルト２２ａ１が後述するガイド部材５２と上下方向（図２紙面垂直方向
）で重なるように配設されると、ガイド部材５２を取り外した状態でなければボルト２２
ａ１を固定できない。これに対し、本発明では、本体側案内溝２２を左右方向に拡大する
ことで、ガイド部材５２とボルト２２ａ１とが上下方向で重ならないように、ボルト２２
ａ１の螺合位置をガイド部材５２から左右方向で外側に離間させることができる。従って
、ガイド部材５２を取り外すことなく簡易にボルト２２ａ１を本体側案内溝２２に固定で
きるので、作業性の向上を図れる。また、本体側案内溝２２は、天板２０の下面に凹設さ
れるので、天板２０の上面より低い位置に配設される。
【００３０】
　図２～図５に示すように、譜面板３０は、天板２０より板厚が薄く左右方向（図２左右
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方向）に長尺な板材で構成され、左右方向に延びる一対の長手面３０ａと前後方向（図２
上下方向）に延びる一対の短面３０ｂとで矩形状に形成される。譜面板３０の下面（図４
下面）には、支持部材４０の一端が回動可能に連結され、譜面板３０から譜面板３０の左
右方向（図３左方向）における外側にそれぞれ突出する軸状部材３１が取り付けられる。
【００３１】
　軸状部材３１は、本体側案内溝２２を摺動するピンであり、軸心を含む断面形状がＬ字
状に形成される。また、軸状部材３１は、譜面板３０が倒伏状態の場合における譜面板３
０の下面であって譜面板３０の後述する前側の長手面３０ａ（図２（ａ）及び図２（ｂ）
下側の面）の近傍に固定される。よって、天板２０に貫通形成された開口２１に譜面板３
０が配設されると、譜面板３０から左右方向の外側に突出した軸状部材３１が本体側案内
溝２２に収容されるように長さが設定される。
【００３２】
　図２及び図３に示すように、ガイド部材５２と収容部材５１とは別体に形成され、収容
部材５１が天板２０の開口２１を塞ぐように天板２０の下面に取り付けられ、ガイド部材
５２が天板２０の本体側案内溝２２を覆うように天板２０の下面に取り付けられる。
【００３３】
　図２～図５に示すように、収容部材５１は、譜面板３０及び支持部材４０等を収容する
箱状の部材であって、支持部材４０の他端が回動可能に連結される底面５１ａ１及び底面
５１ａ１の各縁からそれぞれ立設する壁５１ａ２を有し箱状に形成される本体部５１ａと
、本体部５１ａの壁５１ａ２の上縁からそれぞれ本体部５１ａの底面５１ａ１と平行に延
びるフランジ５１ｂと、本体部５１ａの左右方向（図５紙面垂直方向）における壁５１ａ
２をそれぞれ切り欠いて形成される切欠部５１ｃと、本体部５１ａの底面５１ａ１に穿設
されるボルト穴５１ｄ１，５１ｄ２と、収容部材５１の底面５１ａ１に固定される譜面段
部５１ｅとを備えて構成される。ボルト穴５１ｄ２には譜面段部５１ｅを収容部材５１の
底面５１ａ１に固定するボルト（図示せず）が螺合される。
【００３４】
　図５に示すように、収容部材５１は支持部材４０を介して譜面板３０に連結される。即
ち、支持部材４０の一端が譜面板３０の下面中間部にヒンジ６２を介して回動可能に連結
され、支持部材４０の他端が収容部材５１（本体部５１ａの底面５１ａ１）にヒンジ６１
を介して回動自在に連結される。なお、ヒンジ６１を収容部材５１の底面５１ａ１に固定
するボルト（図示せず）がボルト穴５１ｄ１に螺合される。
【００３５】
　収容部材５１の本体部５１ａは箱状に形成されるので、収容部材５１が天板２０の下面
（図４及び図５の下面）に取り付けられると、収容部材５１（本体部５１ａの底面５１ａ
１）が天板２０の下面から下方（図４及び図５の下方）に突設される。よって、収容部材
５１（本体部５１ａの底面５１ａ１）に支持部材４０の他端（譜面板３０の起立の際に下
側に位置する端部）が連結されることで、譜面板３０の起立状態において、支持部材４０
の他端を、収容部材５１（本体部５１ａの底面５１ａ１）が天板２０の下面から下方に突
設した分だけ、天板２０の下面より下方（低い位置）に配設できる。
【００３６】
　フランジ５１ｂは、本体部５１ａの左右側の壁５１ａ２から延びる一対の側面フランジ
５１ｂ１と、本体部５１ａの後側の壁５１ａ２から延びる後面フランジ５１ｂ２と、本体
部５１ａの前側の壁５１ａ２から延びる複数の前面フランジ５１ｂ３とを有して構成され
る。
【００３７】
　側面フランジ５１ｂ１は、左右側の壁５１ａ２（切欠部５１ｃが切り欠かれた壁５１ａ
２）における前後方向（図４左右方向）の長さより短尺に形成される（図７参照）。よっ
て、側面フランジ５１ｂ１を短尺にした分だけガイド部材５２を大型化できる。
【００３８】
　後面フランジ５１ｂ２は、本体部５１ａにおける左右方向（図２左右方向）の長さより
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も長尺に設定されると共に、本体部５１ａの底面５１ａ１に直交し左右側の壁５１ａ２に
平行な断面の形状がＬ字状に形成され、天板２０の開口２１を跨いだ状態で（譜面板３０
の開口２１を挟んで互いに対向する一対の短面３０ｂを連結するように）天板２０に固定
される。従って、後面フランジ５１ｂ２によって天板２０の剛性が強化されるので、木材
で構成される天板２０の耐久性を向上できる。
【００３９】
　前面フランジ５１ｂ３は後面フランジ５１ｂ２より短尺のものが複数（５つ）で構成さ
れる。これにより、前面フランジ５１ｂ３を本体部５１ａにおける左右方向に沿って一部
材で形成する場合に比べて、軽量化を図ることができ、コスト削減を図れる。
【００４０】
　切欠部５１ｃは、本体部５１ａの左右側の壁５１ａ２に切欠き形成された開口であり、
譜面板３０から突出する軸状部材３１を収容部材５１（本体部５１ａの左右側の壁５１ａ
２）から突出させるために設けられる。よって、軸状部材３１が取り付けられた譜面板３
０が支持部材４０を介して収容部材５１（本体部５１ａの底面５１ａ１）に連結されると
、切欠部５１ｃにより本体部５１ａの左右側の壁５１ａ２から軸状部材３１が突出し、収
容部材５１が天板２０の下面に固定されると、軸状部材３１が天板２０の本体側案内溝２
２に収容される。
【００４１】
　譜面段部５１ｅは、収容部材５１（本体部５１ａの底面５１ａ１）の前側部分（図４及
び図５左側部分）に固定される部材であって、収容部材５１（図３左右方向）の長手方向
と略同一長さの長辺を有する矩形状で所定の板厚を有する板状部材で形成される。よって
、譜面段部５１ｅの上面は本体部５１ａの底面５１ａ１より一段嵩上げされる。
【００４２】
　譜面板３０の倒伏状態において譜面板３０と天板２０とを面一にすることで、譜面板３
０の起立時に譜面板３０の下端が天板２０より低くなった場合であっても、譜面段部５１
ｅの上面が本体部５１ａの底面５１ａ１より一段嵩上げされるので、譜面板３０に立て掛
けられる譜面の支持点を高くすることができ、譜面を見易くできる。
【００４３】
　図６は、ガイド部材５２を図示しており、図６（ａ）はガイド部材５２の平面図であり
、図６（ｂ）はガイド部材５２の下面図であり、図６（ｃ）は図６（ｂ）の矢印ＶＩｃ方
向から視たガイド部材５２の側面図であり、図６（ｄ）は図６（ｃ）のＶＩｄ―ＶＩｄ線
におけるガイド部材５２の断面図である。図４～図６を参照してガイド部材５２について
説明する。
【００４４】
　図４～図６に示すように、ガイド部材５２は、樹脂で構成され矩形の立方体に形成され
る部材であって、天板２０の本体側案内溝２２に対応し譜面板３０の起立および倒伏の際
に軸状部材３１が摺動または係合する溝が凹設される。具体的には、側面視（図６（ｃ）
紙面手前側から視て）ノ字状の起立溝５２ａと、その起立溝５２ａに連続し前後方向（図
６（ｃ）左右方向）に延びる直線状のガイド側案内溝５２ｂとが凹設される。また、ガイ
ド部材５２には、ガイド側案内溝５２ｂ及び起立溝５２ａに連続しガイド部材５２の上下
方向（図６（ｃ）上下方向）に立設する規制壁５２ｃが形成される。
【００４５】
　起立溝５２ａは、軸状部材３１が譜面板３０の起立の際に譜面板３０の自重によって係
合する溝であって、起立溝５２ａの下端（本体部５１ａの底面に最も近づく部分）は、譜
面段部５１ｅの上端より下側（図４及び５下側）に配設される。
【００４６】
　ガイド側案内溝５２ｂは、ノ字状の起立溝５２ａの上端（天板２０の下面に最も近づく
部分）と連続しており、譜面板３０の起立および倒伏の際に譜面板３０の下方（図５下方
）となる部分が移動可能に構成される。また、ガイド側案内溝５２ｂは、起立溝５２ａと
同一幅（図６（ｂ）上下方向の長さ）で凹設される。
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【００４７】
　起立溝５２ａ及びガイド側案内溝５２ｂは連続して凹設されるので、起立溝５２ａ及び
ガイド側案内溝５２ｂを一度に加工できる。よって、起立溝５２ａ及びガイド側案内溝５
２ｂの加工に要するコストを削減できる。なお、ガイド部材５２が天板２０の下面に固定
されるので、ガイド部材５２が天板２０に固定された状態でガイド側案内溝５２ｂは天板
２０より低い位置に配設される。
【００４８】
　また、規制壁５２ｃは、ガイド部材５２の起立溝５２ａ及びガイド側案内溝５２ｂが凹
設される側面（図６（ｂ）下側の面）と対向する側面（図６（ｂ）上側の面）を形成する
。よって、支持部材４０の連結状態が緩むことで収容部材５１に対して譜面板３０がぐら
つく場合であっても、軸状部材３１が規制壁５２ｃに当接することで、収容部材５１に対
する譜面板３０のぐらつきを防止できる。
【００４９】
　図４に示すように、譜面板３０が倒伏した状態では、天板２０の前側開口面２１ａ及び
天板２０の前側開口面２１ａと対向する譜面板３０の前側の長手面３０ａの間には所定の
隙間が形成されており、軸状部材３１は本体側案内溝２２及びガイド側案内溝５２ｂの前
端に位置する。譜面板３０の起立に伴って、軸状部材３１は本体側案内溝２２及びガイド
側案内溝５２ｂを摺動しながら後方（後面フランジ５１ｂ２側、図４右側）に移動する。
【００５０】
　図５に示すように、譜面板３０の起立時には、譜面板３０の自重により軸状部材３１が
起立溝５２ａに沿って下方（図５下方）に落ち込み起立溝５２ａの最も下方に位置する部
分に係合する。これにより、譜面板３０の起立状態が維持される。
【００５１】
　上述したように、収容部材５１及びガイド部材５２が天板２０の下面に取り付けられる
。よって、収容部材５１の底面５１ａ１（支持部材４０の他端が回動可能に連結される部
分）が天板２０の下面より低い位置に配設される。また、天板２０の下面には矩形状の本
体側案内溝２２が凹設されると共にガイド部材５２にガイド側案内溝５２ｂが凹設される
ので、本体側案内溝２２及びガイド側案内溝５２ｂ（一対の軸状部材３１がガイド部材５
２によって支持される位置）は譜面板３０の板厚分だけ天板２０の上面より低い位置に配
設できる。よって、軸状部材３１が本体側案内溝２２及びガイド側案内溝５２ｂを摺動す
ることで譜面板３０が倒伏されると、譜面板３０が天板２０の開口２１内に配設され天板
２０と面一に配設される。従って、譜面板３０を倒伏状態で天板２０と面一にできる。
【００５２】
　さらに、譜面板３０の倒伏時に、譜面板３０の両側から突設される（譜面板３０と一体
的に形成される）一対の軸状部材３１は、天板２０に直接取り付けられるガイド部材５２
にそれぞれ支持されることで、天板２０との関係のみにより天板２０に対する譜面板３０
の配設位置（特に上下方向における配設位置）が規定される。
【００５３】
　即ち、本体側案内溝２２及びガイド側案内溝５２ｂを移動する一対の軸状部材３１は、
譜面板３０の倒伏時に、天板２０の下面（図４下面）に直接的に連結されるガイド部材５
２（ガイド側案内溝５２ｂ）に支持される。よって、一対の軸状部材３１が譜面板３０と
一体的に形成されるので、譜面板３０の上下方向の位置は、一対の軸状部材３１が支持さ
れるガイド側案内溝５２ｂの凹設深さにより規定される。具体的には、譜面板３０と天板
２０とを面一に設定するためには、天板２０（本体側案内溝２２が凹設された部分）の板
厚（上下方向の長さ）とガイド側案内溝５２ｂの凹設深さとを加えたものが、譜面板３０
の板厚と一対の軸状部材３１の直径とを加えたものと等しくなるように、ガイド側案内溝
５２ｂの深さを設定すればよい。従って、天板２０との関係によりガイド側案内溝５２ｂ
の深さを設定することで、天板２０に対する譜面板３０の上下方向における配設位置が規
定できるので、天板２０に対する譜面板３０の上下方向における位置精度を向上できる。
【００５４】
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　また、ガイド部材５２と収容部材５１とは別体に形成される。よって、収容部材５１か
ら所定距離を空けた位置にガイド部材５２を配設できる。従って、譜面板３０を起立させ
た場合にガイド部材５２を天板２０により遮蔽できるので、譜面台装置１００のデザイン
性の向上を図れる。
【００５５】
　即ち、ガイド部材５２と収容部材５１とを一体に形成する場合は、一体化されたガイド
部材５２および収容部材５１を固定した状態で、軸状部材３１が突設する譜面板３０のメ
ンテナンスができるように、ガイド部材５２が天板２０の開口２１内に配設される。よっ
て、譜面板３０が起立状態のときに上方から天板２０の開口２１を覗き込むと、ガイド部
材５２が容易に視認される。
【００５６】
　これに対し、本発明では、ガイド部材５２と収容部材５１とを別体に形成するので、ガ
イド部材５２を天板２０の開口２１内に配設する必要がない。よって、ガイド部材５２を
天板２０の開口２１から離れた箇所で天板２０に固定できる。従って、譜面板３０を起立
させた場合に、上方から天板２０の開口２１を覗き込むと、ガイド部材５２が天板２０に
より遮蔽されるので、譜面台装置１００の外部の露出する部分を少なくしてデザイン性の
向上を図れる。
【００５７】
　加えて、ガイド部材５２は樹脂で構成され、木材で構成される天板２０に本体側案内溝
２２が凹設される。よって、樹脂に比べて木材の加工は低コストであるので、軸状部材３
１が摺動する溝の少なくとも一部を天板２０に凹設することで、ガイド部材５２に軸状部
材３１が摺動する溝の全てを加工する場合に比べて、本体側案内溝２２の加工に要するコ
ストを削減できる。
【００５８】
　さらに、天板２０の前側開口面２１ａと譜面板３０の前側の長手面３０ａとの間には所
定の隙間が形成されるので、天板２０の前側開口面２１ａ又は譜面板３０の前側の長手面
３０ａに指が触れた状態で譜面板３０を倒伏させた場合であっても、天板２０の前側開口
面２１ａと譜面板３０の前側の長手面３０ａとの間に指が挟まることを防止できる。
【００５９】
　最後に、図７～図９を参照して、譜面台装置１００の組立工程について説明する。図７
は収容部材５１と支持部材４０と譜面板３０と譜面段部５１ｅとに分解された状態を示す
譜面台装置１００の分解図であり、図８は収容部材５１とガイド部材５２と天板２０とに
分解された状態を示す譜面台装置１００の分解図である。また、図９は収容部材５１とガ
イド部材５２とが天板２０に固定された状態を示す譜面台装置１００の斜視図である。な
お、図９において、天板２０の長手方向の図示が省略されている。
【００６０】
　本実施の形態では、譜面台装置１００を構成する各構成要素（譜面段部５１ｅ、支持部
材４０、譜面板３０、収容部材５１、及び、ガイド部材５２）の全てをユニット化するの
ではなく、収容部材５１と譜面段部５１ｅと譜面板３０と支持部材４０とをユニット化し
ておき、そのユニット化された収容部材５１等を天板２０の下面に固定することで、これ
らを天板２０の下面にそれぞれ固定する場合に比べて、譜面台装置１００の組立性を向上
できる。以下具体的に説明する。
【００６１】
　図７に示すように、譜面段部５１ｅを収容部材５１の本体部５１ａの底面５１ａ１に固
定する。これにより、譜面段部５１ｅの上面は本体部５１ａの底面５１ａ１より一段嵩上
げされる。また、ヒンジ６２を介して支持部材４０の一端を譜面板３０の下面（図７紙面
奥側の面）に回動可能に連結すると共にヒンジ６１を介して支持部材４０の他端を収容部
材５１の本体部５１ａの底面５１ａ１に回動可能に連結する。これにより、譜面板３０の
互いに対向する側面（短面３０ｂ）であって譜面板３０の起立状態で譜面板３０の下方と
なる位置からそれぞれ突設する軸状部材３１が収容部材５１の切欠部５１ｃからそれぞれ
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突設した状態で、譜面板３０が収容部材５１に起立および倒伏可能に支持される。
【００６２】
　図８に示すように、軸状部材３１が収容部材５１の切欠部５１ｃからそれぞれ突設した
状態で、譜面板３０が起立および倒伏可能に支持された収容部材５１は、天板２０に貫通
形成された開口２１を塞ぐように、天板２０の下面に固定される。この場合に、収容部材
５１の切欠部５１ｃからそれぞれ突設した軸状部材３１を天板２０の本体側案内溝２２に
収容することで、収容部材５１の天板２０に対する位置決めを行うことができる。
【００６３】
　天板２０の下面に収容部材５１が固定されると、譜面板３０が天板２０の開口２１内に
配設され天板２０と面一に配設される。よって、天板２０の下面に収容部材５１を固定す
るだけで、譜面板３０を天板２０と面一に配設できると共に、軸状部材３１を利用して収
容部材５１の天板２０に対する位置決めを行えるので、譜面台装置１００の組立性を向上
できる。
【００６４】
　図９に示すように、ガイド部材５２が天板２０の本体側案内溝２２を覆うように、ガイ
ド部材５２が天板２０の下面に固定される。ガイド部材５２が天板２０の下面に固定され
ると、収容部材５１の切欠部５１ｃからそれぞれ突設した軸状部材３１がガイド部材５２
のガイド側案内溝５２ｂにも収容され、本体側案内溝２２及びガイド側案内溝５２ｂを摺
動可能となり、譜面板３０が収容部材５１に起立および倒伏可能に支持される。よって、
収容部材５１と譜面段部５１ｅと譜面板３０と支持部材４０とをユニット化し、それらユ
ニット化された収容部材５１等を天板２０の下面に固定した後に、ガイド部材５２を天板
２０の下面に固定することで、譜面台装置１００の各構成要素をそれぞれ天板２０に固定
する場合に比べて、譜面台装置１００の組立性を向上でき、これにより組立時間の短縮化
を図れる。
【００６５】
　以上、本実施の形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら限定
されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能であるこ
とは容易に推察できるものである。
【００６６】
　例えば、上記実施の形態では、収容部材５１とガイド部材５２とが別体に形成されたが
、必ずしもこれに限られるものではなく、収容部材５１とガイド部材５２とが一体に形成
されていてもよい。この場合は、収容部材５１とガイド部材５２とが一体に形成されたも
のを天板２０の下面に固定するだけで、譜面台装置１００の組立が完了するので、譜面台
装置１００の組立性を向上でき、これにより組立時間の短縮化できる。
【００６７】
　上記実施の形態では、収容部材５１を箱状に形成したが、必ずしもこれに限られるもの
ではなく、板状に形成してもよい。この場合は、収容部材５１の底面５１ａ１に支持部材
４０の形状に対応する凹みを下方に突設させることが望ましい。収容部材５１の底面５１
ａ１の凹みに支持部材４０の他端が回動可能に連結されることで、支持部材４０の他端を
天板２０の下面より下方に配置しつつ、譜面板３０に立て掛けられる譜面の下端（収容部
材５１の底面５１ａ１）を天板２０の下面と略同一高さに配設できる。よって、譜面段部
５１ｅにより譜面板３０に立て掛けられる譜面の支持点を高くする必要がないので、譜面
段部５１ｅを省略できる。これにより、譜面台装置１００の組立性を向上できると共に、
コスト削減を図れる。
【００６８】
　上記実施の形態では、天板２０の前側開口面２１ａを天板２０の上面及び下面に対して
垂直な面で構成したが、必ずしもこれに限られるものではなく、天板２０の上面から下面
に向かって譜面板３０の譜面板３０の前側の長手面３０ａとの距離が狭くなるように傾斜
させてもよい。この場合は、天板２０の前側開口面２１ａは、譜面板３０の起立の際に演
奏者側から視て譜面板３０の手前側に配設されるので、天板２０の上面から下面に向かっ
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とで、譜面板３０に立て掛けられる譜面を見易くできる。
【００６９】
　上記実施の形態では、ガイド部材５２及び天板２０にそれぞれ本体側案内溝２２及びガ
イド側案内溝５２ｂを凹設したが、必ずしもこれに限られるものではなく、いずれか一方
にのみ凹設してもよい。この場合は、加工の工数を削減できるので、コスト削減を図れる
。
【００７０】
　上記実施の形態では、軸状部材３１が本体側案内溝２２を摺動する場合を説明したが、
必ずしもこれに限られるものではなく、軸状部材３１を回転軸で構成し、軸状部材３１そ
のものが回転しながら本体側案内溝２２及びガイド側案内溝５２ｂを移動するようにして
もよい。この場合は、軸状部材３１の回転により譜面板３０の起立および倒伏動作を簡易
に行うことができる。
【００７１】
　上記実施の形態では、軸状部材３１が譜面板３０の互いに対向する側面であって譜面板
３０の起立状態で譜面板３０の下方となる位置からそれぞれ突設される場合を説明したが
、必ずしもこれに限られるものではなく、譜面板３０の互いに対向する側面のいずれか一
方のみに軸状部材３１が突設されていてもよい。この場合は、上記実施例に比べて、軸状
部材３１および軸状部材３１が摺動する溝（本体側案内溝２２、起立溝５２ａ、ガイド側
案内溝５２ｂ）の数を少なくできるので、部品点数及び加工工数の減少によるコスト削減
を図れる。
【００７２】
　上記実施の形態では、収容部材５１が天板２０の下面に取り付けられる場合を説明した
が、必ずしもこれに限られるものではなく、収容部材５１が天板２０の上面に取り付けら
れる場合であってもよい。例えば、収容部材５１のフランジ５１ｂに意匠的装飾を施し、
そのフランジ５１ｂを天板２０の上面に取り付けてもよい。これにより、譜面台装置１０
０のデザイン性の向上を図れる。なお、この場合は、天板２０の板厚を考慮して箱状の収
容部材５１の深さを設定することが望ましい。
【符号の説明】
【００７３】
２０　　　天板
２１　　　開口
２１ａ　　前側開口面（開口面）
２２　　　本体側案内溝（案内溝の一部）
３０　　　譜面板
３０ａ　　長手面（前側面）
３１　　　軸状部材
４０　　　支持部材
５１　　　収容部材（天板保持部材の一部）
５１ａ１　底面
５２　　　ガイド部材（天板保持部材の一部）
５２ａ　　起立溝
５２ｂ　　ガイド側案内溝（案内溝の一部）
１００　　譜面台装置
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